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　平成29年度宇治市国際親善協会総会を５月13日㈯に宇治市生涯学習
センターにおいて開催しました。
　総会では平成28年度事業報告・決算が承認、平成29年度事業計画・
予算が決定されました。また、平成29・30年度の理事及び監事が承認
され、その後の理事会にて理事の中から会長、副会長が選出されました。
　平成28年度事業報告・決算及び平成29年度事業計画・予算並びに新
役員の皆様を紙面にてお知らせします。

平成29年度
総会を開催

役職名 氏　　名 選出団体等（※は運営委員）
名誉会長 山本　　正 宇治市長
名誉副会長 坂下　弘親 宇治市議会議長
名誉会員 上林　春松
会　長 久保田　勇 個人
副会長 今川　　博 個人　　　　　　　　　　　　　　　　※
副会長 小永井　宏子 個人　　　　　　　　　　　　　　　　※
副会長 矢野　友次郎 宇治市日本中国友好協会　　　　　　　※
副会長 城島　健治 個人　　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 山仲　修矢 宇治商工会議所
理　事 江口　滋基 宇治青年会議所
理　事 奥西　 隆三 宇治市社会福祉協議会
理　事 山田　定男 宇治ロータリークラブ　　　　　　　　※
理　事 岡田　勝治 宇治ライオンズクラブ
理　事 山田　敏信 宇治市体育協会　　　　　　　　　　　※
理　事 西山　正一 宇治市体育振興会連合会
理　事 大川　仁一 宇治市消防団
理　事 金丸　公一 宇治市観光協会
理　事 北川　五男 京都やましろ農協中宇治支店
理　事 辻　四一郎 宇治市茶生産組合
理　事 森　　宗樹 宇治市茶道連盟
理　事 西澤　悦子 朋友館運営委員会
理　事 伊勢村　紀久子 宇治国際交流クラブ　　　　　　　　　※
理　事 玉井　康義 宇治建設業協会
理　事 鎧塚　　隆 宇治市造園協会
理　事 辻　　　久 個人　　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 奥村　幸子 個人　　　　　　　　　　　　　　　　※
監　事 服部　広志 京都銀行宇治支店
監　事 小山　茂樹 個人
事務局長 吉田　知史 秘書広報課副課長

宇治市国際親善協会　平成29・30年度役員名簿
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【事業報告】

平成28年度
【決算報告】

【事業計画】

平成29年度
【予　算】
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　宇治市の友好都市カナダ・カムループス市にあるトンプソン・リバーズ大
学より、日本語研修の一環として14名（引率 Cara Cadre 先生）、地理学
研修の一環として14名（引率 Thomas Waldichuk 先生）の計28名の研修
生一行が、5月20日（土）～24日（水）にかけて来訪されました。
　Cara 先生のグループは20日の朝に到着し、国際交流クラブの方と合流さ
れた後、奈良へ観光に向かいました。大変天気が良く暑い日だったため、途
中休憩している学生もいましたが、国際交流クラブの方がこの日のために勉
強された興福寺、春日大社、東大寺などの説明を聞き、鹿とも触れ合うなど
奈良での 1日を満喫されました。
　21日は京都文教大学の学生と１日をともにしました。平等院を見学し、

対鳳庵ではお茶席体験、宇治市観光センターでの昼食中には、偶然生まれたばかりのウミウの赤ちゃんを間近で見ることが
できるなど貴重な体験を楽しんでいました。午後からは文教大学が企画したフォトロゲイニングで親睦を深めました。宇治
橋商店街を中心に、ポイントとなるスポットを探し回る姿はまさに探検隊。終了後、学生からは「楽しかった」という率直
な感想が聞かれました。
　22日は午前中に丸久小山園の工場見学、午後からは興聖寺で坐禅を
体験しました。ピンと張りつめた空気の中約40分間坐禅を行い、自ら
警策を受けた学生もいました。坐禅後は興聖寺内を案内していただき、
由緒や建物等についての興味深いお話を伺いました。その後、自由時間
となり、市役所までの道のりを思い思いに散策されました。
　22日の夕方に Thomas 先生のグループも無事に到着。前回、前々回
のお出迎えの時はすれ違いがありなかなか会えませんでしたが、今年は
無事に合流出来ました。
　23日は朝から両グループ揃って宇治市長を表敬訪問されました。そ
の後、Thomas 先生のグループは市職員から「宇治茶」、「宇治市の都
市計画」、「宇治市の歴史と文化」について研修を受け、熱心に聞いてお
られました。昼からは平等院に徒歩で向かい、京都文教大学の学生と合
流し、平等院周辺でフィールドワークを行いました。
　Cara 先生のグループは菟道第二小学校を訪問し、簡単なゲームや習字の授業に参加しました。また、給食を一緒に食
べ、小学生の案内で校内を見学したり、運動や遊びで交流しました。その後、源氏物語ミュージアムを見学し、売店で和雑
貨等のお買物を楽しまれました。15時からは生涯学習センターで行われた宇治国際交流クラブ、宇治市国際親善協会共催の
文化交流歓迎会に参加されました。オープニングを大正琴の演奏で飾った後、学生は着物を着付けてもらいファッション
ショーを行いました。日本語で一言自己紹介とポーズを決めた学生に会場から大きな拍手が送られていました。17時過ぎに
は Thomas 先生のグループも合流され、お茶のお点前、習字、折り紙、小倉百人一首のデモンストレーションなど日本文化
を体験されました。18時過ぎからは会場を移して立食パーティーを行い、友好を深めました。
　24日の朝には両グループともに宇治から次の目的地へと旅立たれました。
　今回、宇治滞在中はすべてホームステイであり、総勢28名という今までにない大人数でしたので、ホストファミリーをは
じめ通訳や歓迎会等で多くの方にご協力をいただきました。皆様のご協力のおかげで、学生たちにとっても心に残る宇治滞
在となったことと思います。ありがとうございました。

トンプソン・リバーズ大学研修生一行来宇  5月20日▲ 24 日

参加者募集　ボランティア養成講座
今年は①「災害時の外国人サポート講座」と　②「日本語支援ボランティア養成講座」を開催します。①の講座では最終回
に実地体験として宇治市防災訓練に参加する予定です。また、②の講座では日本語を学びたいと思っている外国の人に、日
本語の学習支援を行うボランティアを養成します。この機会にぜひ受講されてはいかがでしょうか。
日　程：①９月 15日（金）～ 10月 6日（金）午後 7時～ 8時半（毎週金曜日）、10月15日（日）全 5回
　　　　② 10月20日（金）～ 12月15日（金）午後 7時～ 8時半（11月 3日を除く毎週金曜日）   全 8 回
場　所：生涯学習センター 第３ホール（①の10月15日は東宇治中学校）　　　
定　員：いずれも先着 20名（②は初めて受講される方優先）
費　用：①無料　②無料（国際親善協会会員）・2,000 円（一般）
教材費：別途　　　
申　込：8月21日（月）から宇治市国際親善協会事務局（宇治市秘書広報課内）へ　電話 20-8701
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国際交流講演会「友好都市スリランカ・ヌワラエリヤ市を訪問して」

雑観雑感

宇治市国際親善協会では、経費節減、ペーパーレス化を推進しています。ＵＩＦＡニュースは協会のＨＰにも掲載していますので、
郵送が不要な方はご連絡ください。また、必要な方にはＰＤＦファイルをＥメールで送信させていただきます。
　宇治市国際親善協会事務局（宇治市秘書広報課内）電話：20 － 8701　Ｅメール：hishokohoka@city.uji.kyoto.jp

　５月13日（土）宇治市生涯学習センターで、１月15日から23日に
かけてヌワラエリヤ市を訪問された小山茂樹さんを講師にお迎えし
て、「友好都市スリランカ・ヌワラエリヤ市を訪問して」をテーマに
国際交流講演会が開催されました。
　スリランカは、北海道の８割ほどの面積に８つの世界遺産を保有
し、2010年ニューヨークタイムズ紙で「世界で一番訪れるべき国第
１位」に選ばれるなど、世界の観光客から注目されている国だそうで
す。今回訪問された世界遺産の一つ、シギリヤロックは 1,200段もの
階段を登った岩山の頂上に王宮跡があり、大変人気で常に観光客で賑
わっているそうです。この階段を登るのに後ろから押してくれるサ
ポーター（イケメンもいるそうです！）を有料ですが頼めるので、最
後まで安心して登れるとのこと。また、穴の開いた硬貨はめずらしく
５円玉が喜ばれたこと、女性は民族衣装のサリーから脂肪が少しはみ出すぐらいが美人とされること、男性も壮年から急
激に太ること（ガイド曰く、仕事は妻にまかせ昼間からビールなどを楽しんでいるそうです。うらやましい限りですね。）
などの雑学も交えながら楽しくお話いただきました。
　ヌワラエリヤ市では、想像を超える歓待をうけ感激されたことやビクトリア公園内にある日本庭園（30年前に宇治市
からの訪問団が作庭され、現在もきれいに管理されていたそうです）での記念植樹、地元チームへのサッカーボール贈呈
式などに参加されました。
　宇治茶伝道師でもある小山さんから紅茶と日本緑茶の違いもお話いただきました。ヌワラエリヤ市にある「ペドロ茶園」
（日本の有名飲料メーカーの紅茶用茶葉を提供しているそうです）を訪問され、お茶摘みの様子や紅茶の製造過程もご覧
になられたとのことです。紅茶工場では宇治市でも昔使われていた機械が今も現役で動いているとのことで、紅茶と緑茶
が繋ぐ縁を感じることができました。
　当日は、現地で購入された紅茶をお茶菓子と一緒に来場者に振る舞い、なかなか行く機会のないスリランカを身近に感
じられる講演会となりました。

　宇治市国際親善協会と宇治国際交流クラブで受け入れられた今回の訪問は 2グループに分かれての訪問で、キャラ先生率いるグ
ループは 5月20日から24日、トム先生、ケビン先生率いるグループは 5月22日～ 24日の宇治滞在でした。
　滞在中の宿泊は宇治国際交流クラブ会員宅のホームステイ、学生たちは日本食やホストファミリーの温かいおもてなしをとても満
足していました。又、宇治国際交流クラブのメンバーが案内して、奈良の観光、文教大学、菟道第二小学校等への訪問、小学校では
子供達と一緒に運動場ではドッジボール、音楽室ではじゃんけん遊び、教室では習字、給食も子供達と一緒に食べました。この日の
メニューはうどん、サラダ、コッペパン、牛乳で学生たちもおいしそうに食べていたそうです。学生達は子供達に大変人気があって、
「何か聞きたいことがあれば聞いてみたら？」と案内のクラブメンバーが子供達の背中を押すと、我先にと学生に近寄りいろいろ問
いかけていたようです。学校訪問の後、共催の宇治国際交流クラブの準備した歓迎パーティーに参加。参加者は学生を含めて80名
以上となりました。歓迎会は大正琴の演奏でお出迎え、大正琴の演奏をバックミュージックに茶道お点前があり、宇治市国際親善協
会久保田会長、宇治国際交流クラブの伊勢村会長の挨拶、競技かるたと小学生のけん玉デモンストレーション、又学生達は着物をき
れいに着せてもらって、着物ショーにも参加しました。ショーでは学生それぞれが、観客の前を歩き、中央に置かれたマイクの前で
名前を言って、ポーズをしたりと、とても楽しんでいました。このショーはクラブメンバーが着物着付けの練習を何度もしての取り
組みでした。日本人とは体形が全く違う14人の学生に着物を着せるのはとても大変で、汗だくでの奮闘でしたがとてもきれいに着
つけられました。
　着物ショーの後はワークショップ、恒例の折り紙、習字、お抹茶、日本のおもちゃ、大正琴、今回初登場の風呂敷の包み方にトラ
イ、かるたでの坊主めくり等盛りだくさんの内容、学生達は風呂敷や折り紙の栞をプレゼントされ大喜びでした。後の軽食パーティー
では参加者とコミュニケーションをとりながらの楽しいひと時を過ごしました。今回キャラ先生のグループは日本語を勉強している
こともあり、より親近感を感じられたことと思います。
　私は宇治国際交流クラブのメンバーでもあることから今回の訪問の歓迎に関わりましたが、クラブのメンバーは忙しい中、時間と
労力を惜しまずに学生達を迎えていることにいつもながら驚かされています。学生達がきっとよい日本の思い出を持って帰国してく
れたことだろう、又それが日本との草の根の友好につながることを心から祈ります。（Y.O.）

トンプソン・リバーズ大学の先生、学生を迎えて

国際交流講演会「友好都市スリランカ・ヌワラエリヤ市を訪問して国際交流講演会「友好都市スリランカ・ヌワラエリヤ市を訪問して」
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